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　　　　　　tVa：温度 T℃ の 水を満た し た比重 ビ ン

　　　　　　　　 の 重量 （4．1．1 の 測 定値 か ら 4．1．2

　　　　　　　　 に よ って換算し た値 ） （g ）

　　　　　　 Wb 　： 温度 T ℃ の 水 と土 を満 た し た 比重 ビ

　　　　　　　　 ン の 重量 （9 ）

　　　　　 T °C ： Wb をは か っ た と きの 比 重 ビ ン の 内

　　　　　　　　 容物 の 温度

　5．2　 と くに 指定 されない ときは 温度 15℃ の 水 に対

す る 土粒子 の 比重 Gs（T ℃ 115°C） を，つ ぎの 式 か ら求

　　　　　　　　　　　　　　　　　　資　料一136

め る。

　　 Gs〔Z「°C〆15
°C）＝ K × Gs（T

°C！U
「bC

）

　　こ こ に　K ：補正係数，す なわ ち温 度 T ℃ に お け

　　　　　　　 る水 の 比 重を 15℃ の 水の 比重 で 割 っ

　　　　　　　 た数 （表 1参照）

　5．3 温 度 4℃ の 水 に 対 す る土粒 子 の 比 重 を求め る に

は，温 度 Tec に お け る土粒子 の 比重 に温度 丁℃ に お

け る水 の 比重をか ければよ い
。
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　1．適 用 範 囲

　 こ の 規格は，土 の 含水量 を実験室 で求 め る た め の 試験

方法 に つ い て 規定す る。

　2．用語 の 定義

　土 の 含水量 とは，温 度 110℃ の 炉乾燥に よ っ て 湿 潤

土 中か ら除去 され る水 量 を い い ，一般 に は 含水 比 で 表 わ

す 。

　土 の 含水量 とは ，土 の 含水量 と炉乾燥上 の 重量 と の 比

を， 重量百分率で表わ した もの を い う。

　3．試 験 用 具

　 3．1 容 器 容器 は ， 重量測定中 に 水分 が 逃げ な い

よ うに密閉で き るふ た付きの もの とす る 。

　 3．2　恒温 乾燥炉　恒 温 乾燥炉 は ，温 度 を 110℃ に保

ち うる もの とす る 。

　 3．3 バ カ リ　 ノ
・カ リは ，ヒ ョ ウ量 100g 未満 の 場

合 に は感量 O ．01g
，

ヒ ョ ウ量 IOO　g 以上 1，000　g 未満

の 場合 に は感量 O．1g ， ヒ ョ ウ量 1
，000　g 以上 の 場合 に

は 感量 1g の もの とす る 。

　3．4　デ シケ ーター　 デ シ ケ ーターは ，
JIS 　 R3503

（化学分析用 ガ ラス 器具） に規定す る デシ ケ
ーター 240

mm ま た は 300　mm で ， シ リカ ゲル ， 塩化 カ ル シ ウム

な ど の 吸湿剤を入 れ た もの とす る 。

4．試 験 方 法

4．1 試 料 試料は ， 試験 の 目的に応 じ て 適量 を と

る 。

　4．2 試験順序

4 ．2．1 試料を容 器 に 入 れ ，そ の 重量 をは か る。 用 い

るは か りは ，測定重量 に 応 じた ヒ ョ ウ量 の もの とす る 。

4 ．2．2 試料を 110℃ で一
定重 量 に な るま で炉 乾燥す

る 。 炉乾燥 した 試料をデ シ ケ
ー

タ
ーの 中で 室温 に な る ま

で さま し ， 炉乾燥土 と容 器 の 重量 を は か る。用 い る バ カ

リ は ， 測定重量 に 応 じ た ヒ ョ ウ量 の もの とす る。

5．計 算

含水比 w は ，
つ ぎの 式か ら求め る。

　　　　 湿潤土中の 水 の 重量
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x100　 　 四 ＝一・
　　　　　 炉乾燥土 の 重量

　　　一 黔≡艶・ … （％ ）

　 こ こ に　Wlが 容器 と湿潤土 の 重量 （g ）

　　　　　Wb 　：容器 と炉乾燥土の 重量 （g ）

　　　　　iVc ： 容器 の 重量 （g ）
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